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                         Takeyoshi MIURA
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                           (Director Prof, T. Inada) 
   I studied on phosphatase histochemically in genito-urinary tumors by 
the method of Takamatsu-Nishi,  namely about 3 cases of hypernephroma, 
2 cases of renal pelvic papilloma, 14 cases of bladder tumor, 1 case of 
seminoma and 10 cases of prostatic hypertrophy. 
   The results of the phosphatase reaction were followings  : 
1) In the tumor cells, it was generally weak and concured not always 
with the original tissues. Some of malignant tumors showed a little strong 
reaction, especially in their nuclei. 
2) In the interstitial tissues, it was generally weak or negative, but the 
tumors which the malignant grade or the interstitial reaction was intense 
and the increase of capillary blood vessels was remarkable, showed a 
little strong reaction. Particularly in the interstitial prstatic hypertrophy 
it was the strong positive reaction. 
3) In the capillary blood vessels, it was positive almost usually but only 
in seminoma was negative. 
4) In prostatic hypertrophy, it became gradually weak with the progress 








腫並 にゼ ミノー ム及 び前立腺 肥大症 の組織に於
け るPhosphataseの組織化学的所見に就 て
報 告す る.
病態組織 に於 てPhosphataseが種 女変化
す ることは,前 篇 に於 て記 述 した ところであ
り,一 般 に細胞 の機能充進 に伴つ てPhospha-
















































phatase反応は,著 者の第1篇 で紹介 した最
新の優秀なる高松 ・西氏法 を応用した。















血管により明るく見 える.所 汝血 管は拡 張し






































症例3副 腎腫47δ 捌出腎の略k半 ば以



























































膀 胱 腫 瘍
症例6膀 胱腫瘍546別 出膀胱は,断端
部尿道を中心 として軟骨様硬度に浸潤強 く内尿















色にして正常粘膜を認めず,三 角部近 くに特 に
乳嚇状に発育 しており,一部筋層に浸潤 してい














































































































症例14膀 胱腫瘍41♂ 略 々鶏卵大に有茎
性に発育せる脆い暗赤色乳嚇状の腫瘍を部分的
に切除 したもので所 汝に出血点を認める.組織
















































部分近 くは結合織にも中等 度 陽 性を示してい
る.筋層にも随 伴 的にか弱 陽 性を示すものあ
り,間隙の毛細血管壁は強陽性である.そ の他
の筋層及び筋間結合織には反応を示さない.









がある.間質反応性 浸 潤 細 胞は概ね陰性であ
る.
症例19膀 胱腫瘍53♂ 小鳩卵大の暗赤色













類円形細胞で核が大き く原形質に乏 しい.か か
るものが雑然と不規則に群集しており,その間
隙に リンパ球の浸潤があり,全般に少数の赤血
球 を認める.一 部に古い出血巣あり,腫 瘍細































































のは全く陰性である.内 容分泌 物 は陽性を示
す.間質は上皮が比較的反応をよく保つている





































































泌 尿 性 器 腫 瘍






































































































































ゼ ミ ノ ー ム
前 立 腺 肥 大 症






2 69前立腺捌116 (一) 混合型 肥大
3 75 〃 不明 (一) 混合型 肥大
4 73 〃 47 (一) 混合型 肥大
5 60 〃 34 (一) 混合型 肥大
6 72 ノ 60 (一) 腺管性 肥大
女性ホルモソ
7 66 〃 10 テ ス トビ ロソデ ポ(単 位 不 腺管性 肥大
明)
8 69 〃 不明 (一) 腺管性 肥大
9 62 〃 30 (一) 腺管性 肥大
才 バ ホル モ こ/






























































生の著 しいもの等は,稚 々強 く反応を呈するも










腫瘍にてもかな り強 く反応 し,前立腺の良性肥













る反応所見 と共 に考按 して,お そ ら くその組織
の発育 エネルギーを生ず る炭水化物代謝に関与
していることが推 定せ られ,叉 炎症 に於け るが
如 く腫瘍 とい う非合 目的性の発育 に対 して,そ
の防禦 的機転か ら腫瘍細胞の産生 する各種 の物
質 に対 す る緩衝機能 を現 わすのではないか と考
え,毛 細血管 の腫瘍 に於 け る機能 の一面が窺わ
れ て興味深 い.
前立腺肥大症 に対 す るホルモン療法 の結果 に
就 て:前 立 腺肥大症 の中で過去 にホルモ ン療法
を受けた ものは3例 あつたが 何 れ も単位不 明
で,1例 に於 て比較 的強度 なる腺組織の変 化を
認 めたが,Phosphatase反応に関 してはす
べて通 例の如 くで特 に著 明なる変化は認 め られ
なかつた.前 立腺癌 の場 合に殊に骨転移 をおこ
した時,酸 性Phosphataseが血清中に増加
しホルモン療法 に より 急 速 に低 下す ることは
Huggins,Scott,Hodges等によ り認 め られ,
組織化学 的に も減弱乃至 消失す ることが小沢氏
に より確認 せ られ てお り,宮 崎氏 の報 告は前立
腺 肥大症 に対 す る保存的療法 の結 果は,癌 に対
す る治療 の方が減少率は高 くなつ てお り,性 ホ
ルモ ンと酸 性Phosphataseとの関 係 は密接
であるが,一 方血清 アル カ リ性Phosphatase
は女性 ホルモンの投与に よつ ても影響 せ られ る
ことが少い と,Gutman,Woodard,Hug-
gins等は述べ てお り,稲 田 卜部氏 も女性 ホ
ル モンは前立腺 肥大症には癌 に対す る効果程の
成績 は挙 げ得 られ なかつた ことを 報 告 し てい
る.余 の検 索症例は少数 ではあるが結果はそれ
を裏書 きしてい る如 く,特 記 すべ ぎ変化を認 め
ず ただ腺 組 織 の変 化に よるPhosphataseの
減 少が推定 せ られ るにす ぎない.
前立 腺癌 に就 ては,老 年者に して手術的侵襲
に堪 え得 られ ない もの多 く,又 保存的療法 が症
状 を緩解す る場 合が 多い為に別 出例が無 く検索
で きなかつた こ とは遺憾 であつた.後 日症例 を
得 て検索 した い.
V結 語
1)副 腎腫,腎 孟 ・膀胱 の乳頭腫及 び癌,ゼ
ミノーム並 びに前立腺 肥大症 の組織に於 け るア
ルカ リ性Phosphataseを高松 西氏法 によ



















み増強が認められた.叉 ホルモン療 法 の結 果





附 図 説 明
附図はすべて天 然色 でないのが 遺 憾 で あるが,
Phosphatase反応の陽性部位(深 青色乃至紫赤色)
は濃黒色を示している.
第1図 グラヴイッツ氏腫瘍:(症 例1)該 腫瘍の
周辺部で,囲続する結合織性被膜(K)は かな り硝子
化 しており反応は陰性,出 血巣,赤血球(R)も 陰性
である.腫瘍細胞は殊に核に陽性を示 し,聞隙の毛細
血管壁は強陽性である.
第2図 グラヴイッツ氏腫瘍=(症 例1)第1図 の
一部強拡大で,腫瘍組織の部分の反応がよく判る.
第3図 グラヴイッツ氏腫瘍:(症 例1)腫 瘍組織
部分の反応は第1及 び2図 と略々同様である.













第8図 膀胱腺癌:(症 例9)腫 瘍細胞ぽ一般に痕
跡的陽性で,間 質は陰性であるが,毛 細血管壁は強陽
性,間 質反応性浸潤細胞も陽性を示す,

































第19図 前立腺肥大症;(症 例1)聞 質性に増殖肥
大 した部分で,反応は毛細血管壁と共にその線維筋層
に強陽性を示 している.
第20図 前立腺肥大症=(症 例8)腺 上皮は萎縮,
三浦一泌尿性器疾患に於けるPhosphataseの組織化学的研究257
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Fig.10。Basa1-cellcarcinomaofthebladder,
10thcase.
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